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【下期】
受講

提案書

ご担当者様

2021年9月8日
一般社団法人Water-n

代表理事 奥田早希子

水インフラマネジメント大学

オソト志向で水インフラ産業の新たな価値を創造しよう

Water-nセミナー事業

・・・
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謹啓 ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。
いつも一般社団法人Ｗａｔｅｒ－ｎの活動にお力添えいただきありがとうございます。

当法人は2021年４月より、セミナー事業として、
「水インフラマネジメント大学」（水マネ大学）を開校しました。
すでに約５０名の次世代リーダーの方々が受講されており、
勇気ある大きな一歩を踏み出しておられます。

現在、１０月からスタートする下期で３名だけ募集を行います。貴社・団体の新人・新任
研修、中堅社員・幹部候補生のリカレント・学びなおしをはじめ、
新規事業・企画の種探し・きっかけづくりなどとして、ご活用いただきたく提案申し上
げます。

そして、もっともっと魅力と元気があふれる水インフラ産業界の構築に
役立てていただけましたら幸いです。

一般社団法人Water-n
代表理事 奥田早希子

sakiko@water-n.com

ご挨拶
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上下水道事業はほぼ整備を終え、モノを作る需要が減ったため、業
界は少し元気を失っているようにも見えます。

しかし、今を変革の時期ととらえれば、新しいコト・価値づくりに向
けて新規事業を創造する楽しみが見えてくるのではないでしょうか。

では、これからの社会にどのようなコト・価値が求められるのか。

そのヒントは、異種（他業界・異業種・他社・ヨソ者）、つまり自業界・
自社・自分の枠を飛び越えた「オソト」にあると考えます。

しかし、一般のビジネス紙・誌では異種の話題はあっても、水インフ
ラとの関係性は読み取りにくく、一方、業界紙・誌だけでは異種の動
向をつかみにくい面があります。

また、変革に向けて新規事業にチャレンジする人材が求められます

が、一社単独で異業種にアプローチし「オソト」志向の人材を育成す
ることは容易ではないと思われます。

「水インフラマネジメント大学」（水マネ大学）は、こうしたニーズや課

題に対応し、「オソト」の視点・領域を取り入れた講義テーマを設定し
ています。

背景

▶
水インフラ産業
に迫られる変革

▶
変革のヒント

▶
変革の課題

▶
人材育成
の課題

▶
水マネ大学

の特徴
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社会・地域・まちをよくするという高い目線を持ち、

水インフラによるコト的な価値創造と、

価値創造時代の水インフラマネジメントの社会実装に向け、

新規事業開発にチャレンジできる人材育成のサポートを通して、

魅力と元気あふれる水インフラ産業界の構築に貢献する。

水インフラ×「オソト」
異種との掛け算で水インフラ産業の新たな価値や可能性を発掘する

１）異種（他業界・異業種・他社・ヨソ者）との出会い、マッチング
２）多様な業界のイノベイター、オピニオンリーダー等との出会い
３）新規事業の種探し
４）業界内での課題・悩みの共有と課題解決への気づき
５）得意分野外、専門領域外の学び

６）受講生と所属先がもっと魅力的に、もっと元気になる

水マネ大学について

使命 ▶

コンセプト ▶

目的 ▶
受講メリット
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基礎知識の習得から事業開発への応用まで、水インフラマネジメントに
関わる多面的なテーマを設定します。（年間40講義以上）
【テーマ例】

法制度、予算・補助制度、PPP・官民連携、財務・会計、SDGｓ、
ファイナンス、組織運営

【講義例】
「水インフラ×オソト●●●」
コト化、イノベーション、５G・情報基盤、気候変動、機関投資家、M&A

１）水インフラ産業・事業の変革に意欲・関心のある方
２）新規事業開発の担当者・新任・新人・希望者
３）幹部候補生
４）新たな発想で所属先企業・団体の持続発展を担う経営層
※企業、行政など所属先の属性は問いません

第２、第４水曜日 ／ １４：００～、１６：００～
１講義１．５時間 ※いずれも例外あり

ＺＯＯＭによるオンライン講義（新型コロナの感染状況次第でリアル併催）

講義概要

講義テーマ ▶

受講生像 ▶

開講日 ▶

形式 ▶
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受講料

受講可能人数 料金（税別）

期
間
中
の
全
講
座

受
け
放
題

下期 1名／社 45,000円／6ヶ月

下期 2名／社
80,000円／6ヶ月

※40,000円／名

※半期約2０講義

※事業初年の２０２１年度だけの特別価格です



7

お申込み・お問合せ

次頁の申込用紙にご記入の上、メールに添付してご送付ください

申込書を受領後に請求書を送付いたしますので、
記載の口座にお振り込みいただけますようお願いいたします

２０２１年９月３０日（木）

一般社団法人Ｗａｔｅｒ－ｎ
代表理事

奥田早希子

sakiko@water-n.com

お申込方法 ▶

お支払方法 ▶

お申込締切 ▶

お申込み ▶
お問合せ先
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水インフラマネジメント大学受講申込書

下記コースに申し込みます。

一般社団法人Ｗａｔｅｒ－ｎ宛（送信先：sakiko@water-n.com）

コース

□半期制１名コース □半期制２名コース

□にチェックを入れてください

御社名

受講者(1)

御名前
部 署
住 所 〒
メール
電 話

受講者(2)

2名コースの
場合のみご記
入ください

御名前
部 署
住 所 〒
メール
電 話
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一般社団法人Water-n

2021年度下期
講義スケジュール

（予定）2021.8.5現在

水インフラマネジメント大学
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2021年度下期スケジュール（予定）

変更する可能性もあります

時間 水インフラ× 講義テーマ 内容 講師

6日（水） 14：00-15：30 構想型公共事業 請負から構想型の公共事業へ：その１ 公共事業の発注対象と発注方法の変化
東洋大学香味連携専攻
矢部智仁

16：00-17：30 構想型公共事業 請負から構想型の公共事業へ：その２ 請負からの脱却、事業構想型産業への変革のポイント
東洋大学公民連携専攻
矢部智仁

20日（水） 14：00-15：30 まちづくり まちづくり成功のカギは民間主導型PPP：その１ 民間主導によるPPPのメリットと成功のポイント（公有地活用の実例などをもとに）
紫波町企画課長
鎌田千市

16：00-17：30 まちづくり まちづくり成功のカギは民間主導型PPP：その2 民間主導によるPPPのメリットと成功のポイント（公有地活用の実例などをもとに） 事業会社

時間 水インフラ× 講義テーマ 内容 講師

10日（水） 14：00-15：30 財務諸表：自治体編 いまさら聞けない自治体の財務諸表：基礎編 公会計、企業会計の基礎(財務諸表の見方、分析ノウハウ)
福岡市教育委員会総務部
今村寛

16：00-17：30 財務諸表：自治体編 いまさら聞けない自治体の財務諸表：応用編 財務諸表のまちづくりへの活かし方、先進事例
福岡市教育委員会総務部
（元財政調整課長）
今村寛

24日（水） 14：00-15：30 PPP/官民連携（海外） 海外PPPから学ぶべきこと：全体編 海外におけるPPP制度の最新動向、イギリスがPFIをやめた真相、国内PPPへの示唆
東洋大学公民連携専攻
難波悠

16：00-17：30 PPP/官民連携（海外） 海外PPPから学ぶべきこと：水インフラ編 海外における水インフラPPPの最新動向、水道再公営化の真相、国内PPPへの示唆
EY新日本有限責任監査法人
福田健一郎

時間 水インフラ× 講義テーマ 内容 講師

8日（水） 14：00-15：30 合意形成 No 合意形成、No 上下水道サービス:その１ 行政における合意形成の手法（広聴・広報・住民参加等）、その必要性、矢巾町での取り組み
矢巾町企画財政課長
吉岡律司

16：00-17：30 合意形成 No 合意形成、No 上下水道サービス：その２ 矢巾町での実例・経験から考える水インフラサービス・PPPにおける合意形成のポイント
矢巾町企画財政課長
吉岡律司

21日（火 ） 14：00-16：00 住民理解
「水道事業を民間に任せるのは不安」と言われたと
きの対処法

民間が水道事業を運営することについて、住民理解を得るための説明方法、ポイント
東洋大学
根本祐二

時間 水インフラ× 講義テーマ 内容 講師
12日（水） 14：00-15：30 デジタル社会 デジタルによる社会のリデザイン：その１ コロナ禍で再確認されたデジタル技術の必要性と可能性 シンクタンク

16：00-17：30 デジタル社会 デジタルによる社会のリデザイン：その２ デジタル技術による社会の変革を踏まえた新規事業・新技術開発の着眼点 シンクタンク
26日（水） 14：00-15：30 業界紙 違和感から考える水インフラ産業の未来　その１ 取材活動を例とした変革のヒントの見つけ方 Water-n　奥田早希子

16：00-17：30 業界紙 違和感から考える水インフラ産業の未来　その２ 生活者目線で考える水インフラ産業・事業の課題と打開方法 Water-n　奥田早希子

時間 水インフラ× 講義テーマ 内容 講師
9日（水） 14：00-15：30 空港事業 空港マネジメント最前線：基礎編 空港事業の現状、官民連携の現状・課題 事業会社

16：00-17：30 空港事業 空港マネジメント最前線：事例編 空港事業から見た水インフラ産業の魅力・課題、空港事業との融合の可能性 事業会社
22日（水） 14：00-15：30 橋梁事業 橋梁マネジメント最前線：基礎編 橋梁事業の現状、官民連携の現状・課題 事業会社

16：00-17：30 橋梁事業 橋梁マネジメント最前線：事例編 橋梁事業から見た水インフラ産業の魅力・課題、橋梁事業との融合の可能性 事業会社

時間 水インフラ× 講義テーマ 内容 講師
9日（水） 14：00-15：30 鉄道事業 鉄道マネジメント最前線：基礎編 鉄道事業の現状、官民連携の現状・課題 事業会社

16：00-17：30 鉄道事業 鉄道マネジメント最前線：事例編 鉄道事業から見た水インフラ産業の魅力・課題、鉄道事業との融合の可能性 事業会社

23日（水） 14：00-15：30 コミュニティ
住民が地域を創るためのコミュニティのデザイン方
法

住民参加型公共サービスの事例、メリット、成功ポイント プランナー

16：00-17：30 エリアマネジメント 官民協働でまちを元気にする方法
既存建築物を活かしたまちづくり、TIF・BIDなどエリアマネジメントの国内外の先進事例、水イ
ンフラへの応用の可能性

学識経験者

2022年3月

2021年10月

2021年11月

2021年12月

2022年1月

2022年2月
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